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謹んで新春のお慶びを申し上げます
旧年中は一方ならぬご高配を賜り
厚く御礼を申し上げます

本紙編集室主幹であります福田七衛が
12月に永眠いたしました

ここにあらためて生前のご厚誼に深くお礼申し上げます
50周年になります本年を福田七衛の精神を引き継ぎ
編集スタッフ一同努力していく所存でございます

2025年 貴社のさらなるご発展を
お祈り申し上げますとともに
本年も変わらぬお引き立てのほど
宜しくお願い申し上げます
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印刷ビジネスの動向と展望  2024-2025
公益社団法人 日本印刷技術協会
　　         研究調査部 主幹研究員  藤井建人
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　私の部屋の本棚には表紙がとれたボロボロの
洋書があります。213 ページの一見すると何の
変哲もない普通のペーパーバックです。しかし、
この本に出会わなかったら、夢をもち、夢を追
い続け、夢が実現した時のあの感動を知らずに
人生を終えていたでしょう。
　『positioning』―これがその本のタイトルで
す。世界的に著名な二人の戦略コンサルタント
―アル・ライズとジャック・トラウト―によっ
て執筆され、1981 年に出版されました。この
本は、マーケティング界ではバイブル的存在と
して今でも多くのマーケターに読み継がれてお
り、『ポジショニング戦略』（川上純子訳：海と
月社）というタイトルで日本でも翻訳書が出さ
れています。
　その洋書の隣にあるのが、同じ二人によって
書かれた別書の日本語版『実戦ボトムアップ・
マーケティング戦略』（日本能率協会マネジメ

ントセンター）です。日
本語版の表紙には著者で
ある二人の名前と、他に
もう一人名前が記されて
います。翻訳・加筆をし
た私の名前です。

　私はプロの翻訳家ではありません。マーケ
ティングの学者でもありません。長年日米の
企業でマーケティングを実践してきた一介の
マーケター。ではなぜ、マーケティング界の
レジェンドとも言われるこの偉大な二人の著
書を私が翻訳して出版できたのでしょう。

　話は遥か昔に遡ります。私が前述の
『positioning』に出会ったのは米国のビジネ
ススクールに留学していた２０代後半の時。
マーケティングの授業のサブテキストとして
指定された本でした。　　　　　　　　　　
　　　　　

　この本を初めて読んだ時のことを今でも忘

れません。勉強に疲れてベッドに入ったのが
夜中の三時。眠い目を擦りながら読み始める
と、僅か二ページ読んだところで眠気が吹っ
飛びました。「ポジショニングとは商品に対
して施す行為ではない。見込客の心に対して
働きかける行為だ」と書かれているのです。
　
　何と言う斬新な発想。それまで私が学んで
きたマーケティングのコンセプト―顧客の欲
求をつかみ、それを満足させる商品を開発し、

適切に市場に提供すれば、その商品はおのず
と売れていく―からは想像もつきません。
　私にとってこの本の内容は、すべてが目新
しく、また多くが意表をつくもので、まるで
ミステリー小説のようでした。ゾクゾクしな
がら無我夢中で読み進み、ふと我に返ると外
は明るくなっていました。
　その時、私はこんな夢を抱きました。「将来
この二人の著書を翻訳してみたい。広く日本
の皆さんに読んでほしい」。
　何バカなことを言ってるんだ。二人は世界
的に著名な専門家だぞ。野球で言えば、イチ
ローや松井、大谷のような雲の上の存在。そ
れに比べ私は名も無きいちビジネスマン。格
があまりにも違い過ぎる。可能性は限りなく
ゼロに近い―それでも、なぜかこの夢を捨て
切れなかった。自分を信じ、諦めなければチャ
ンスは必ずやってくる。そう自分に言い聞か
せました。
　
　しかし、気持ちだけが先走り、進展がない
まま長い長い年月が過ぎ、さすがに夢を諦め
かけました。やはり無理なのか。ならば、彼
らのマーケティング理念に基づく実用書を書
いてみよう。不思議とそんな思いが込み上げ
てきたのです。
　それから丸五年の間、会社勤めの傍ら、夜
間や週末を利用して執筆に取り組みました。
出来上がった原稿を幾つかの出版社に持ち込
むと、ビジネス書で有名な大手出版社の目に
留まり、幸運にも単行本として出版されること
に。
　発売日当日、その真新しい本をまっ先にア
ル・ライズとジャック・トラウトに送りました。
日本語なのでその二人には読めません。でも、
送らずにはいられなかった。私が実務で大き
な成果を出せたのは、この二人が提唱したマー
ケティング理念を実践したお蔭であり、その

お礼を英文の手紙にして同封しました。
　暫くして、信じられないことが起こりまし
た。なんと、ジャック・トラウトから本のお
礼のメールが届いたのです。メールを見た瞬
間、私は自分の目を疑いました。何かの間違
いじゃないかと。何度も何度もメールを読み
返しました。確かに、あのジャックからのお
礼のメールです。まさに天にも昇る心地でした。
　
　ますます彼らの著書を翻訳したいという夢
が膨らんでいきました。しかし、彼らの主要
な著書は既に日本語に翻訳されています。未
訳で日本に紹介できる著書はないのか。隈な
く探すと、灯台下暗しとはこのこと。彼らの
三作目となる代表作（『Bottom-Up 
Marketing』）が、翻訳されるのを待っている
かのように未訳で残っていたのです。「これ
だ！」と思わず叫びました。そして、直ぐに
ジャックに連絡を取り、その本の翻訳をやら
せてほしい旨を伝えました。　
　すると、それまで長い間進展がなかったの
が嘘のように、事態が一気に動き出します。
彼の秘書が原書の出版社（McGraw-Hill 
Book Company）の国際部長を紹介してくれ
たのです。感謝しかありません。直ぐにその
部長に連絡を取って翻訳を申し入れると、日
本の出版社から出版するのであればОＫとの
返事。

　ここまで来ればあとは『やる気』。夢の実現
に向けて何が何でもという気持ちで、早速レ
ジュメを作り、片っ端から出版社を当たって
返事を待ちました。

　まだかまだかと待つこと数ケ月、ついにレ
ジュメを送った出版社から承諾の返事が来ま
した。その瞬間、５４歳の私は人目も憚らず
子供のように「ヤッター！」と拳を挙げて舞

い上がりました。あの時のあの感動。一生忘
れません。
　しかも、抱いていた夢以上のことが現実と
なったのです。アメリカで出版された本のた
め、文中で使われている事例がアメリカでは
一般的な商品であっても、日本では馴染みの
ない物も含まれていました。
そこで、日本の読者がよりよく理解できるよ
うに、馴染みのない商品に関しては詳しい訳
注を入れることをジャックに提案したのです。
すると、ジャックから思わぬ返事が。訳注で
はなく、日本語版には日本の商品の事例を私
が執筆して本文中に入れてはどうかと。こう
なると、通常の翻訳書とは異なり、翻訳者が
著者の了解の下で加筆した共著のようになり
ます。
　マーケティング界の革命児と世界中で称賛
される二人の著書の本文中に、私が執筆した
１５の日本の事例が入る。こんなことがあり
得るのか。想像を超える事態となりました。
しかも、事例として使う日本の商品の選定は
私に任せると言ってくれました。もうこれ以
上名誉なことはありません。
　すぐに翻訳と執筆に取り組み、約八ヶ月後
に完成しました。それが、冒頭で述べた『実
戦ボトムアップ・マーケティング戦略』です。
夢を追い続けて四半世紀、やっとつかんだ夢
の結晶。私にとっては人生の宝物なのです。

　これを機会に、ジャックとは親交が深まり、
私が２冊目となる著書『競争としてのマーケ
ティング』（総合法令出版）を出版する際には、
彼自ら序文を書いてくれました。
しかし、その半年後、彼は天国へと旅立って
しまいます。夢を叶えてくれたジャック。い
つも励ましてくれたジャック。天国から彼の
こんな声が聞こえてきそうです―― “Kenji, 
believe in yourself. You can do it.”

【特集】
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飛びました。「ポジショニングとは商品に対
して施す行為ではない。見込客の心に対して
働きかける行為だ」と書かれているのです。
　
　何と言う斬新な発想。それまで私が学んで
きたマーケティングのコンセプト―顧客の欲
求をつかみ、それを満足させる商品を開発し、

適切に市場に提供すれば、その商品はおのず
と売れていく―からは想像もつきません。
　私にとってこの本の内容は、すべてが目新
しく、また多くが意表をつくもので、まるで
ミステリー小説のようでした。ゾクゾクしな
がら無我夢中で読み進み、ふと我に返ると外
は明るくなっていました。
　その時、私はこんな夢を抱きました。「将来
この二人の著書を翻訳してみたい。広く日本
の皆さんに読んでほしい」。
　何バカなことを言ってるんだ。二人は世界
的に著名な専門家だぞ。野球で言えば、イチ
ローや松井、大谷のような雲の上の存在。そ
れに比べ私は名も無きいちビジネスマン。格
があまりにも違い過ぎる。可能性は限りなく
ゼロに近い―それでも、なぜかこの夢を捨て
切れなかった。自分を信じ、諦めなければチャ
ンスは必ずやってくる。そう自分に言い聞か
せました。
　
　しかし、気持ちだけが先走り、進展がない
まま長い長い年月が過ぎ、さすがに夢を諦め
かけました。やはり無理なのか。ならば、彼
らのマーケティング理念に基づく実用書を書
いてみよう。不思議とそんな思いが込み上げ
てきたのです。
　それから丸五年の間、会社勤めの傍ら、夜
間や週末を利用して執筆に取り組みました。
出来上がった原稿を幾つかの出版社に持ち込
むと、ビジネス書で有名な大手出版社の目に
留まり、幸運にも単行本として出版されること
に。
　発売日当日、その真新しい本をまっ先にア
ル・ライズとジャック・トラウトに送りました。
日本語なのでその二人には読めません。でも、
送らずにはいられなかった。私が実務で大き
な成果を出せたのは、この二人が提唱したマー
ケティング理念を実践したお蔭であり、その

お礼を英文の手紙にして同封しました。
　暫くして、信じられないことが起こりまし
た。なんと、ジャック・トラウトから本のお
礼のメールが届いたのです。メールを見た瞬
間、私は自分の目を疑いました。何かの間違
いじゃないかと。何度も何度もメールを読み
返しました。確かに、あのジャックからのお
礼のメールです。まさに天にも昇る心地でした。
　
　ますます彼らの著書を翻訳したいという夢
が膨らんでいきました。しかし、彼らの主要
な著書は既に日本語に翻訳されています。未
訳で日本に紹介できる著書はないのか。隈な
く探すと、灯台下暗しとはこのこと。彼らの
三作目となる代表作（『Bottom-Up 
Marketing』）が、翻訳されるのを待っている
かのように未訳で残っていたのです。「これ
だ！」と思わず叫びました。そして、直ぐに
ジャックに連絡を取り、その本の翻訳をやら
せてほしい旨を伝えました。　
　すると、それまで長い間進展がなかったの
が嘘のように、事態が一気に動き出します。
彼の秘書が原書の出版社（McGraw-Hill 
Book Company）の国際部長を紹介してくれ
たのです。感謝しかありません。直ぐにその
部長に連絡を取って翻訳を申し入れると、日
本の出版社から出版するのであればОＫとの
返事。

　ここまで来ればあとは『やる気』。夢の実現
に向けて何が何でもという気持ちで、早速レ
ジュメを作り、片っ端から出版社を当たって
返事を待ちました。

　まだかまだかと待つこと数ケ月、ついにレ
ジュメを送った出版社から承諾の返事が来ま
した。その瞬間、５４歳の私は人目も憚らず
子供のように「ヤッター！」と拳を挙げて舞

い上がりました。あの時のあの感動。一生忘
れません。
　しかも、抱いていた夢以上のことが現実と
なったのです。アメリカで出版された本のた
め、文中で使われている事例がアメリカでは
一般的な商品であっても、日本では馴染みの
ない物も含まれていました。
そこで、日本の読者がよりよく理解できるよ
うに、馴染みのない商品に関しては詳しい訳
注を入れることをジャックに提案したのです。
すると、ジャックから思わぬ返事が。訳注で
はなく、日本語版には日本の商品の事例を私
が執筆して本文中に入れてはどうかと。こう
なると、通常の翻訳書とは異なり、翻訳者が
著者の了解の下で加筆した共著のようになり
ます。
　マーケティング界の革命児と世界中で称賛
される二人の著書の本文中に、私が執筆した
１５の日本の事例が入る。こんなことがあり
得るのか。想像を超える事態となりました。
しかも、事例として使う日本の商品の選定は
私に任せると言ってくれました。もうこれ以
上名誉なことはありません。
　すぐに翻訳と執筆に取り組み、約八ヶ月後
に完成しました。それが、冒頭で述べた『実
戦ボトムアップ・マーケティング戦略』です。
夢を追い続けて四半世紀、やっとつかんだ夢
の結晶。私にとっては人生の宝物なのです。

　これを機会に、ジャックとは親交が深まり、
私が２冊目となる著書『競争としてのマーケ
ティング』（総合法令出版）を出版する際には、
彼自ら序文を書いてくれました。
しかし、その半年後、彼は天国へと旅立って
しまいます。夢を叶えてくれたジャック。い
つも励ましてくれたジャック。天国から彼の
こんな声が聞こえてきそうです―― “Kenji, 
believe in yourself. You can do it.”

【コラム】
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